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中国語語音体系における語音単位
寓 清華
［提要］本文揮要匿報我イ門以普通語言学的観点分析帰納現代漢語標准語語音
体系得到的部分結果： 1.漢語音節可以分為全音節和非音節， 2. JA音節結
構中分解下来的音素可分為含声調的「輔音性音素」（芸－）和「元音性音素」
（手）。 3 音素的成分即為「音元素J単位。包括声調超音元素和輔音，元音
音元索。官｛門構成漢語的音元素体系。
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0 .まえカfき
Bloomfieldは『Languagejに「人類の言語において，異なる音声は異なる
意味をもっ。そのため，一定の音声と一定の意味との組み合わせがどのよう
になっているかということについての研究が言語研究であるj①，「言語研究
は音声言語形式からしなければならない」②と述べたが，今までの中国語研究
は，音声言語にもとづいていなかった。
本文は中国語標準語の語音体系と語音単位について考察，分析を試みたも
のである。
1 .音節の分類とその内部構造
1.1.音節の区分とその類型
今まで言語学学者達は，音節の区分について，いろいろな見解を持ってい
る（例えば，昔の「元音説」③「呼気説」，また，その後に出た「響度説」，「開
口度説」，「任意説」及び「緊張説」＠など）。中国語の場合には，従来一漢字は
ー音節であるということが言われている。
実は，中国語においても，音節の区分は必ずしも漢字によって決定される
ものではない。多くの場合，一音節はー漢字で表記されているが，発音器官
の筋肉の緊張に注目して区分すれば，音節数は文字数と必ずしも一致しない。
例えば，次の例では，音節数は文字数と異なる。（便利のため，音等符号を
用いる。それぞれは：重音等：口，次重音等：｜口，次軽音等：口，軽音等：
①中訳本『語言論』 p.29，「在人類的語言里，不同的声音具有不同的意義，研究一定
的声音和一定的意義如何配合，就是研究語言」。
②同上。 p197，「語言研究必須仏語音形式開始」。
③謝雲飛『語音学大綱~ p.75～80参照。
④本文の分析は「緊張説」の観点を依拠とした。
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。口。筆者1996，参照）
(1) ｜買｜椅。子l和l花。jし⑤ （音節数： 4，文字数： 6)
(2) ｜略。了l飯．了 （音節数： 3，文字数： 4)
(3) ｜休l家l凡。小｜人 （音節数： 4，文字数： 5)
上の例の語音を国際音標で記すれば，それぞれの音節は次のようになる（声
調→T。調値目各）。
(4) I買｜制御｜花。jし→mhITk if,~ (r=[l］）⑥ 
I I T T T (5) IT乞。了l飯了→一一一一一一一t~；＞＇ ll fEn la 
(6) I体｜家｜凡o/i'-1人→ずτ品7五缶詰E
上の例中の軽音等の語素：「。子」，「o｝ ~j，「。了」，「。ノト」は語根語素と発音
の同時性を共有している⑦ので，それら自身は単独でb発音器宮の筋肉の緊張
する過程をもつものではなく，語根語素と一緒に，その発音器官の筋肉が緊
張する過程をもっている。
そのため，中国語の音節は「全音節」とそれに対立する「非音節」（例えば，
oJL，。子，。了，。ノト…）とに分けられる。さらに，全音節では，非音節を含む
もの（例えば，｜椅。子，｜花。JL, I日乞。了，｜凡。ノトなど）を「変化音節」と呼ぴ，
その他は「普通音節Jと呼ぶことにする。
従って，上掲例の（1）では，四つの全音節があって，そのうち，二つは普通
音節（｜寅， l和）で，他の二つは変化音節（｜椅。子， l花。JL）である。（2）では，
三つの全音節があって，そのうち，二つは普通音節（I飯，．了）で，他の一つ
は変化音節（｜唱。了）である。（3）では，四つの全音節があり，そのうち，三つ
は普通音節（｜｛仇｜家，｜人）で，他の一つは変化音節（｜凡。ノト）である。それ
らの変化音節には全て非音節が含まれる。非音節は音節内部の屈折成分に相
⑤「不自成音節」は「oJL」のみではない点に注意されたい。
⑥音節内部成分について，第2，第3節に述べる。国際音標［l］は［r］で表す。
⑦越元任（1968）は，「JL化鈎Jが語根語素に「simultaneityof compatible articula-
tions」と言ったれここの分析によって，軽音等の語素は全てその開設をもって
いる。
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当するものである。
1.2.音節の構造単位とその内部構造
それによって，中国語における音節の構造単位である音素は，「子音｜生音素」
（吾）と「母音性音素」（手）とに分けられる。
全ての全音節は三音素，非音節は一音素で構成されるものとなる。しかも
ここで言う音節から分解された音素とは，声調を含んで、いるので，最も小さ
い語音単位ではなくて，音質的と非質的な音元素で構成された構造である。
即ち，中国語の語音単位は音節，音素，そして，音元素というものを含むの
である。
I 'f、1、
全音節が含む三音素は，順序によって，①子音性音素lt-t) （又：前子音性
音素），②母音性音素（手），③子音性音素2（そ勺又：後子音性音素）のよう
に分けられる。
非音節に含まれるー音素は，理論上，子音性音素（-fr→引でも，母音性
音素（手→手）でもありうる，だが，自立形式で、ない非音由比後子音性音
素の屈折成分としてのみ働くので，それは全て有声音の子音性音素と認めら
れる。たとえ仮りに母音を含む場合でも，例えば，「｜看。阿→安一手一手の
中の「。阿」は咽頭化するので，やはりそれに含まれるのは子音性音素と認め
られる。
各種の類型の音節（S）：全音節（S1），非音節（S2）そして，普通音節（SI)
と変化音節（Sl)，それぞれの内部構造は下のような式で記することができ
る。
s -Tl T T2 - To To 一一 s → 1 c v c 2 c。（V。） C° 
S' _ T1 T2 T3 0,, _ T1 T2 T0 
1一一一一一一一一一一一 、 一ー一一一ー一一一C1 V C2 ~＇ C1 V C。
上掲例（4), (5), (6）の各音節の構造はこのような式に記されるであろう。
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T T T T 
ma i j 訂E x］［’ xw官r→。
(7) 
エー エエエエエエー エー エニL 工工
m ai ~ j i dz x i;' ' xw B r 
T T T 、 T TTTTTTTT 一一一一一一一一一一一一t~＇ tl fEn la” W f lf E nl a (8) 
T T T T 
1 i ~ t伺a' t店ig 2'an (9) 
TTTT TTTTTTTT 
1 i ~ tGj a ' tG i gτ 召 1
(8), (9）に書かれた式は，更に「一般式」と「略式」とに分けられる。
例えば，（7),(8), (9）では，「→」印の後の方は一般式で，前の方は略式である。
それで，上記の音節内部構造式は下のように記される。
S_T1 T T2、 T S - T。 T。一一一一ー一一一ー一一ー一 一一一一ー 一一一日ー一一歩i-c v C ’eve 2一C。Vづ C。
(7), 
S _ T1 T2 T3、 T "'"-T' T2 T。 T一一一一一一一一一品一一一一一 、一一一一一 一一一一→一一一一一一1ー e1 v ez ’e1ve2 ._, e1 v c e1ve。
全音節は後子音｜生音素の屈折変化の有無によって，普通音節と変佑音節と
に分けられるが，普通音節は母音性音素の弱佑の有無によって，「四声普通音
節」と「軽声普通音節」
中国語において，
とに分けられる。
次軽音等の語素である語音は全て母音性音素が弱化され
ている軽声普通音節である。そのうち，「了」（例（2）参照）のようにいつも弱化
されるものもあれば，「．友」（例えば，「｜友｜好」の「｜友Jは（第三声）四声普
通音節で，「l朋目友」の「友」の場合には，（低軽芦）軽声普通音節となる）の
四声と軽声とを二そこで、，弱イじされるものもある。
?
??? ?
?
? ?
?
?? ?????、 ???
四声のそれTb），普通音節もそれに従って，
変化音節も四声を含むが，後子音性音素は屈折成分としての非音節である
四声普通音節とすこし変わっている（第2節図4と例（19）－闘参照）。
そこで，変化音節の声調は「四声変体」と呼ぶ（符号はT"2で示される）。
その中の非音節の声調は「付随型」で，「声調属性」（符号： T。）
従って，各種の類型音節及びそれぞれの聞の関係は下のように記されるで
と軽声のそれとに分けられる。
とH乎.1:、。
ために，
あろう。
28 言語と文化論集No.4
（弱化母音性音素の声調を（ ）で記し，変化音節の中の非音節も（ ）で記
した。）
s T 1 T T 2 T 11 C'. =..I:__-1::__-1::_→~ 
lτ~ －，ア τ7→ eve」」山 e1 v ez ’ e1ve2 
s S" T1 T2 { T。1ム Taz
1ー です一、でj→モ可E
s-_:r二一→工一一一一一一一一一一－－－－－－－－－一一－ J 2-e。（V。）’ C°
1.3.音節分析枠
「音節分析枠」の設定。
(1）全音節の音長を「四等分jする。母音性音素の音長を子音性音素の2
倍として，「四等分音長区間jを設定し，母音性音素は第2と第3区間を占め，
前，後子性音素はそれぞれ第1区間，第4区間を占める。
(2）全音節の音高を「四等分」する。最低から最高までの閑に「四等分音
高区位jを設定し，各区位は一定の範囲における音高の等級を示す（越元任
先生が提出した「五度標記法」とは異なる）。 1区位最低， 2区位半低， 3区
位半高， 4区位最高とする。
(3) 上述の（1）と（2）とを合わせて，「4（長）× 4（高）Jの「音節分析枠」を構
成する（次の図 1.参照）。
例えば，「｜人」の音節を枠に記すれば，それは大体図 1.に記されているよ
うになる。
これによって，音節の内部構造における（音質的と非音質的な）成分は全
て明示される。
調イ直は音節のあらわれた区位の符号で表すことができる。例えば，図 1.に
見られる「｜人」という音節の音高は2区位から 4区位までにあらわれている
ので，それの調値は， 2-24-4である。その中の母音性音素は発音器官の筋
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肉が緊張の頂点に達したところであるので，その第2，第3区間にあらわれ
た調値を調値符号とされる。例えば，「｜人Jの調値符号は24である。「｜人」の
音節構造は下のようになる。
1 , T1 T2 T' T"' 
人→ S1＝万了勺アモr→吉可否T
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(10) 
I A _ 2 24 4→ 24 一一一一，、 4. 8 n 4_8n 
このように声調を標記する方法は「四区位標記法jと呼ぴ， 調値符号は「四
と呼ぶ。区位調値符号」
?
?????????
?
? ?
?
「一一一四等分音長区間一一「
レf
4 ／ 
I/ 
3 ／ 
ー戸J’h 
2 
1 2 3 4 
最高
半低
最低
半高
「 ????
?
?
??
」?
??T' 
c 
「中国語語音体系におげる語音単位」論文中の
の誤りです。
図1.音節分析枠による
訂正：
oJ 全て「Jは、
¥ 音声記号「
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声調超音元素とその体系2. 
2 .1.声調の類型とその模式
四声とそのキ莫式(1) 
例えば，「｜春｜節｜晩｜会」（chunjiewanhui）の各音節を音節分析枠に記すと（図
見られるように，それら音節の調値は，四声調類となっている。
??
???????｜｜｜
?
2.参照），
「一一一四等分音長区間一一一「
｜春
最高
！会半高
〆〆
l節半低
ia免
最低
4 
?
? ??
?
??
??
? ?
??
?
??
「???
3 2 
第 3）区間の各区位に分（第2' その四種の調類は母音性音素のしかも，
布している。
図2.によって，各音節の構造は下のように記される③。
四声調類の中の第3声が連続している場合には，F調イ直的最低区位，曲第三区間
移到了第二区間」ということがある。それは「第3声相違的原調内変化」とい
い，調値符号は「212」で表す。これは第3声の変休と呼ぶ。一般に，二音節の
場合，前の方は変体となり，三音節の場合，真中のは変体で，前の方は，変わ
る場合と変わらない場合とがありうる。二音節でも，三音節でも，末音節の声
調は原調である。「超音元素一声調」参照。
越元任（1968）は四声の調性を「High-level,High-rising, Low dipping, High 
fallingJと言った。越氏（1968)1,3,4，参照。
③ 
⑨ 
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（第 l声）
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l車 4 44 4 44 一一一一官÷t~｛w a n t(l' w a n 
）????（?
（第2声）佐 2 24 4 ‘ 24 ｜艮J 一一ーマ一一一一一一
山 ti;j e ? ti;j e? 。2)
（第3声）｜目魚＝よ－ k 2一一一→__Tu_
・- W 0 n WE:Il (13) 
（第4声）A、－ 4 42 2 ~ 42 I 一一一一一一一一一一ー マ一一一一一－－；" xw el j ’xw el j 
図2.にあらわれた各音節の調値で四声の調性を説明すれば，
）?，? ?（?
それぞれは，
第1声，「上弧型」，第2声，「上昇型j，第3声，「下弧型J，第4声，「下降型」
それぞれの調値符号は：（1)44, (2)24, (3)2,., (4)42である。
四声声調模式は下の表1.のように記されるであろう。
となる⑨。
四声調類 調性 調値符号 調形
第1声 上弧型 4 4 寸
第2声 上升型 2 4 Jイ
第3声 下弧型 212 _J 
第4声 下降型 4 2 、4
従って，
四声声調模式表 1. 
調値の差別も減少音節全体は，音長も短縮し，
一一一四等分音長区間一一一、
‘、Il－四等分音高区位1J
4 ．ーー～夫、～，ー．室
3 
2 ．娘，．法
1 2 3 4 
軽声とその模式
母音性音素が弱化のため，
半高
半低
最低
最高
(2) 
T1 T T2 
c v c 
図3.「夫，古良， 法，望」の分析
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し， その発音の筋肉が緊張の頂点は前子音性音素になってしまうである。
例えば，「｜功夫」（gongfu），「l姑娘」（guniang），「｜看法J(kanfa），「｜看望」
(kanwang）の中の次軽音等の語素である各音節を音節分析枠に記すと（図
3 .参照），見られるように，これら音節の調値は二種の調類しかない。
4区位の方は高軽声と呼ぴ， 2区位の方は低軽声と呼ぶ。それぞ、れの調性
は「高斜型jと「低斜型jと呼ぶ。調値符号は前子音性音素の調値の後に「 」
(minus）つきで表記される：（1)4 -' (2)2一。
図3.にある音節の構造は下のように記されるであろう。
。 （｜功）夫＝十一千一会一去最
。 （｜姑）娘＝奇一千－士一三台
。7) （｜看）法＝千－与l_＿＋一長
(I看）望＝士一平－＋一寸孟
同～（18）に見られるように，高軽声は四声の第1声と第4芦から，低軽声は
(18) 
第2芦と第3声から変化したことになる。軽声音節の調値は，
調によって決定されるという越元任先生の説＠はとらない。
前の音節の声
⑬ 
。
軽声声調模式は下の表2.のように記されるであろう。
(3) 
経声調類
高経声
低軽声
調 性
高斜型
低斜型
調イ直符号
4 
2 -
表2.軽声声調模式
四声変体と声調属性の模式
調形
寸
斗
越元任（1968）は，「W巴akStress: the Neatral Tone.」「…thetone range is 
flattened to practically zero」，「… thatis, closely following a stressed 
syllabi巴，whos巴tonedetermines the pitch of the weakly stressed syllable」
と言った。 1,3, 6, (3) p.35参照。
区別のために，軽音等語素の注音は，全て子音符号で表記した。
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四声普
例えば，「l花。jし」（huar），「｜夢。トJ(lu6b）⑪，「l椅ロ子」（yiz），「｜豆。腐」（douf)
（図4.参照），これら音節の調値と調性とは，を音節分析枠に記すと
通音節のそれに近い。
の分析
?｜｜???????｜｜）「一一一四等分音長区間一一一「
l花。JL
l豆。腐
最高
半高
半低
l椅。子
2 I 3 I 4
T' T T2 
c v c 
図4.「｜花。JL,I夢。卜， l椅。子， l豆。腐」
最低
四声変体の調値符号は母音性音素の調イ直の後に「－」
(minus）つきで表記される：（1)44一，（2)24-, (3)212一，（4)42一。
変化音節に含まれる非音節（図4.参照）の調性は付随型であるので，
調値は語根語素であるものによって 4区位或いは2区位になる。それで、，
の声調属性の調値符号は，それの調値の前に「一」（minus）つきで表記され
る：－ 4/ 2。
その
ちF
、ー
それによって，
図4.にある音節の構造は下のように記されるであろう。
lf!:;,JL ＝会一等－（－＝！－）一品主
2 24 { 4 ¥ 24 
1夢。ト＝古ーす一円勺一百有
l椅。子＝子一千－（云）一指
｜豆腐→長一（子）一昔マ
四声変体と声調属性の模式は表3.のように記されるであろう。
ここで，
側
従って，
(20) 
。1)
(19) 
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変体調類 調性 調値符号 調形
第l声 上弧型 4 4ー 寸
第2声 上升型 2 4 ペ
第3声 下弧型 212 -1 
第4声 下降型 42- 、4
属性調類 イ寸随型 ( 4/ 2) 
表3.四声変体， 声調属性の声調模式
2.2.声調体系図
上述の分析によって，中国語における声調は，図5.のような体系に構成さ
れる。
平面上の任意の一点をもって円心として，上と下とに「等距弧実線」を描
その左側の上と下との端から，それぞれ対角の右側の端までに上がるのき，
と下がる実線を引き， これで四声を表す（「→」印は方向を表す）。左側と右
側とは虚弧線で実線の上と下との端を繋いで、，左側の部分は軽声を表し，右
側の部分は声調属性を表す。それらの調値符号をも記入した。
⑫ 
4-/-..__ －－炉：4
' ' 
2~~ 女2
図5.超音元素一一声調体系図
声調体系は音元素体系におけるその超音元素の一部である。（詳しくは，「超
ピンイン教育において「0」も母音と言われているが，実は，標準の母音は［9]
で，／elの変体の一つで、ある。徐世栄1980,p.184参照。原文：［早］で表記したが，
国際音声記号表（1993年改訂， 1996年修正版）には広音化記号は日のように記
されているので，［早］で表す。
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音元素一声調」参照。）
3.母音と子音音元素
3.1.母音の典型と変体
今まで，一般に言われている中国語の母音は，音韻における単韻母を指す。
だが，上述によって，母音は音節における母音性音素の音質性成分である。
その母音は，／a/[a],/e/[e], /i/[i], /u/[u］の四つしかない。
徐世栄先生（1980）は母音を五つに帰納し＠，上述のほか，［y］をあげてい
るが，それは，半母音の［可］であると考えられる。
例えば，「l語｜句」の二音節を分析してみよう。
側｜語＝_1_－~_ _1_ー →_lg_ 帥 l句＝」一旦＿_1_ー →___1L
q I q lf I q I ti;q I q tι可I可
例制，仰に見られるように，それら音節には，母音は［y］ではなくて，［i］の
変体，［I］である。ただし，前子音性音素は［可］に含まれている（上例の中の子
音2は［可］の変体である。次の節参照）
その他，高本漠先生，越元任先生はかつて相次いで、三つの舌尖母音（[l]' 
[I], [d"］）が存在していると言ったが，この母音は韻母とすべきではない。
例えば，「l師l資」の二音節を分析してみよう。
（紛 l師寸一千－十一告 側｜資＝会一千－t一品
例側，闘に見られるように，［（］， [l］は後子音性音素の成分で，母音ではな
し、。
上例における母音はそれぞれ［i]の変体，［I］と旧と考えるべきだ。所謂韻
母には母音と後子音とが含まれるとすべきであろう。この点は，下の例にも
見られる。例えば，「l日l本」，「リL子j，「｜十l二」，「l花。jし」の中の「｜日」，「リL」，
「1二J，「l花。JLJの音節構造を記してみょっ。。7) I日＝士一千－＋--4-fir (28) 1JL＝＋一号一千一号F
側 l二＝十一等一手一芳r (30) I花。jし＝会一千一千---4~τ
例制～側に見られるように，韻母である［8］は，母音のみではなくて，やは
り母音と後子音との「合音」である。上例側の母音は［d]（実は「1J~Jの母音は
後子音は［r]( = [l］）である。他の例の中の後子音は
それは前人に言われてないものである。
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「d］より広い［早］）で，
[r］で，母音は［I]と［官］とである。
中国語において，その四つの母音は「開口度J特徴と「部位J特徴をもっ
ているが，そのうち，開口度の最も大きい母音とやや大きい母音は部位特徴
の対立に参与しない。それ故，母音音元素体系は，「直線形」と「三角形」と
を合わせる形に構成される⑬。図6.のようになる。
a 
U I 
後前
部俊持徴
図6.母音音元素体系
e 
?????
母音の典型と変体をそれぞれ次のように帰納した。
変体
[a], [i:J, [BJ 
[¥], [8], [d] 
[i], [I], [f] 
［丑］， [U], [ti-] 
全音節にあらわれる他の母音は変体と呼ぶ。
ここで、
音位：
?
?」
??
?
?
?
? ?
?
?
「?
「??
「
?
??????
?
?
????
??
??
H.C.Tpy6e11Ko訪（1938）は，「元音体系」を三種類に分けた。 1）直線形：関
口度特徴をしかもたない。 2）四角形．関口度特徴と部位特徴とをもっ。 3)
三角形・関口度特徴と部位特徴とをもつが，関口度の最も大きい母音は部位特
徴の対立に参与しない。 EC. Tpy6e11Ko抗『音位学原理』参照。
国際音声記号表（1993年改訂， 1996年修正版）参照。図中，（I), (H）は筆者
が記入されたものである。［9］は，波，域，模，併に含まれる母音である。「広J
から「狭」まで， 7度がある・（l){f¥;, (2）半低低，（3）半低，（4）中，（5）半高，（6）半
高高，（7）高と呼ぶ。
l花に含まれる母音は［a］で， 「）L.化jのため［BJになる。
⑬ 
⑪ 
⑬ 
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図7.の母音舌位図に記した⑪。
：~］~に民三［！~
半広
広 [a］、ーム一日
(2) 
(1) 
記号が対になっている箇所は右が円唇母音。
例を上げてみよう。
(1) /a／の例：
[a] : I八［a]'I愛［al],
[i>] : I安［£］， I元［£］，
(2) /e／の例：
図7.母音舌位図
[a] : I昂［a], I好［αU],
[BJ : I二［BJ,I花.JL[BJ⑬，
[e] : I夜［e]'I月［e]'I北［el], [¥] : I鶏［￥］＇ I客［寸， l朋［￥］＇
[!/.] : I坂［！／.］＇ I我［！？－］， I国［！？－］， [8] : I色［ョ］，｜人［a], I後［aU］。
(3) /i/の例：
[i] : I衣［i]' I民［i]' [i］・｜英国， l精［i]'
[I] : I愛［al], I北［el]'I子［I]' [I] : I知［I]'I日［I],
(4) /u／の例：
[u] : I屋［u], I古［u], ［叫：［UJI孫［叫， lj褒［丑］，
印］：｜エ［U],I好［aU],1後［aU],[B-J : 1兎.JL[B-J' I帽.JL[aB-］⑬。
上掲の母音の中，［I］と［ザ］とは国際音標の母音舌位図に記されていなかっ
たので，ここの符号は［I］と［U］との中舌位を指示するものしかない。
⑬ 1兎とlrp!Jそれぞれに含まれる母音は［u],[aU］で，「JL化jすると，［BJ,[a BJ 
になる。
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3.2.子音の帰納について
子音は全音節，非音節における三種類の子音性音素に含まれる音質的な音
元素である。それぞれ子音＇（ C＇），子音 2(C2），そして，子音。（Co）と呼ぶ。
子音は「部位特徴」，「方式特徴」，「共鳴特徴」によって四種類：①破裂音，
破擦音，②摩擦音，側面接近音，③鼻音，④半母音（又：接近音）のように
分けられる。
(1) 子音I(C') 
① t, t', p, p', k, k', ? , tG, tG', ts, ts', ts, ts', 
② 1, f, X, G, S，ふる
③ n, m, 
④ j, w，可
それらは，音節の前子音性音素にあらわれた場合に，二種の情況がありうる。
(a) 単一式。例えば，「｜抜｜河J，「l自l私」，「｜意識J，「リし｜童j，「｜人｜民」，「｜礼
｜服Jなどの音節の中の子音1は：
｜抜［P],1河［X], I自［ts], I私［s]' I意［j］，識［.s]'
リ~［？］， I童［t'], I人［z;J'I民［m], I礼［l]' I服［f］。
即ち，前子音性音素に含まれる子音1は単一のものである。
(b）複合式。例えば，「｜国｜家J，「｜揖l献」，「l緑｜化」などのような音節の中の
子音1は，顎化或いは唇化となっている。
｜国［kw],I家［tGj], I指［t凶］，｜献［Gj]' I緑[lq], i1~ [xw］。
複合式は単一式に対しての名称である。そのょっな子音1は複合子音であ
るという意味ではない。
(2）子音2(C2) 
①？ 
② I, 1 
③ n, lJ 
④ j, w，可， r(r =.!) 
上掲例の各音節の中の子音2を記してみよう。
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｜抜［ ? J'I河［ ? J'I自[1]'I私［｝］＇ I意cI J，識［IJ,
IJし［rJ, I童［uJ,I人［n],1.1%[n], 1礼［I J' I服［¥YJ.
｜国［ ? J'I家［？］，｜指［n],I献［n],I緑［？］，｜化［ ? J'
子音2は母音に関係があるだけではなくて，場合によっては，子音1にも関
係がある。
(3) 子音。（C")
① d, b, g, dz, d2! 
② l, v, r 
③ m 
④ r (r=l) 
例えば， 「｜紅。的J,「｜尾。巴」， 「｜凡。ノトJ,P椅ロ子」， 「t。着J,「la乞。了J（飯），
「1豆。腐J，「｜湊。合J，「l我。イ門」，「｜花。JLJなどの音節における子音。は，それぞ
れ次に記して見ょう。
l紅。的［d],｜尾。巴［b],｜凡。ノト［g],｜椅。子［dz],｜忙。着［dz;]'
ia乞。了［l]'｜豆。腐［v ], ｜湊。合［rJ,l我ロイ門［m], l花。JL[r]
そのほか，例えば，「｜石。頭jの音節には，子音。は［d＇］で，「｜日乞。過」（｜飯了）
には子音。は軟口蓋化をもっ［gつであるが，それぞれ［d］と［g］との変体であ
り，言己さなかった。
従って，上述の子音（C1,C2, C0）は，「相似性」，「排斥性」，「対補性Jな
ど三つの同位音特徴によって，音位に帰納される。
(1）相似性をもっ同位音。例えば，
① C': I鵡［ ? J'I阿（鴫） [ ? J寸② C':I南［n],
｜思［ ? J'I愛［？］」｜相｜怒［n],
c2 I鵡［？］，｜阿［？］」似 c2:I南［n],
④ c2：リL[r]
｜二［r]
? ? ? ? ?? ?
?
「?』｜」
???
③ C': I門［m］っ
｜慢［m］」｜相
｜似
C ：。桐［m］」 l日［r]
C0 : oJL[r] 
相
似
(2) 排斥性をもっ同位音。例えば，
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⑤ CI: I衣［j], l夜［j］寸相
｜牙［j]' I音［j］」似｜排
c2 ｜衣［i J，噛［i J寸相｜斥
｜愛［i J, I偉［i J」似
⑦ er・l魚［可］， ｜月［可］寸相
｜雲［可］， I園［可］」似l排
c2: I魚［？］，｜菊［可］「相｜斥
｜緑［ ~ J'I女［？］」似
⑨ er: I腐［f],｜併［f］寸相
｜粉［f], I方［f］」似·I~
c：。腐［v J _J 
(3) 対補性をもっ同位音。例えば，
⑪ c2・｜衣［ j J 
c2: I知［！］
c2. I子[1]
⑥ er・｜屋［wJ, ｜万［w］寸相
｜組w], I外［w］」似｜排
c2 I屋［~］， I古［~］1相｜斥
｜早［~］， I狗［~］」似
⑧ CI: I立[I],l来[I］寸相
｜叢［I]，怜[I］」阿君
C＇：。了［ l］」
⑬ er: I合［x],I横［x］寸相
｜黒［x], I海［x］」似 I~
C：。合［)' J 」
従って，子音の音位は下の典型で記されるであろう。
① t, t', p, p', k, k', ? , ti:;, ti:;', ts, ts', t~ ， t~’ 
d b g dz d4. 
② f, X, G, S, S 
1 4. 
③ n, m, D 
④ j, w, y, r (r=.l) 
この四種類の子音はt,p, kに関連している四つの平面が構成される。 t,
p, k平面には，有気音関連及び有声音関連が含まれているので，第（1）平面は，
二つの関連平面（（a）有気音，（b）有声音）をもっ。 t,p, k平面には，部位関連
によって，次のような関係が構成されている。
① t一一－k ② ts一一一ts (3) ti;一一一t~p/ ~t／』－ ~k/ 
その中， ti;は歴史上の原因によって，有声音との関連をもたず，有気音と
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の関連しかもたない。他の全ては有気音，有声音との関連をもっている。
① (a）片一一てド ② (a) ~s乙ー－tg' ③ (a) t卜－r
｜＼γ／ I I ""'-k'/ I 
ts-f 十只 tG一一トーーt1~r／「＼γ｜
(b) ctz.--j :d7< (b) I ~~／ ~／ 
上掲の①，②，③は，全てtをもつので，②と③とのtを①のと一つにすれ
ば，有気音と有声音関連平面をもっ（破裂音，破擦音）第（1）平面は構成する
ことができる〔図 8.子音音元素体系図参照）。その下の第（2)（摩擦音，側面接
近音）平面の子音は，それぞれ第（1）平面の各関連束に関連している。第（3）（鼻
音）平面と第（4)（半母音）平面の子音は，それぞ、れt,p, k関連束に関連してい
る。そのうち，［？］， [7'1はそれぞれ［k],[g］に単度平行のように関連してい
ると思われる。
そこで，下のような子音音元素体系図が構成される。（図8.参照）
(1) 
(2) 
"i~寸
図8 子音音元素体系図
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めと
?
?4. 
語音単位のグループとそのグレード4.1. 
語音に分析される単位は音節（S)'中国語には，上述のように分析すると，
それぞれグループとなってそして音元素（e）⑫ということになり，音素（P),
いる。
非音節S2
?
?
??
、
?
??
?
?
???
?
?? 〉??
? ? ?
?
?
?
???
?? ? ????
。 」
?
?
??
音節S：全音節s,
。
音素は音質的な音元素と超音質的な音元素
音節はこのような音素で構成され
子音音元素C
音元素は語音の基層の単位で，
で構成された最も小さい構造単位である。
母音音元素V
たものである。下の図9.のようなグレードとなる。
音節（S)
S，づ， S2 S→S, (S,', 音素（P)
、 、
?， ，
?
ー ，
?
?
??
T2 
c P→＋，－ v , 
c 
図9.
V, 
語音単位のグループとそのグレード
音元素（e)
の「e」で表す。音元素の符号はないので，仮りに element（元素）⑪ 
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4.2.音元素体系図
上述に分析帰納された超音元素，母音音元素及び、子音音元素休系は下の図
10.のような音元素体系図が構成される。
44 
4-
z~c可 2
図10.音元素体系図
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